
100人 の

大学図書館員展
100 ACADEMIC LIBRARIANS IN UNIVERSITY

2 0 2 3 . 2 . 1 [ W e d ] - 2 . 1 4 [ T u e ]

＜展示会場＞
〇オンライン会場
〇リアル会場
・大阪大学総合図書館
・京都大学桂図書館
・神戸大学社会科学系図書館

※学外者の入館可否は大学によって異なります。
予め各大学図書館のサイトをご確認ください。

<併催トークイベント>
「トショカンインの時間」
日時：2023.2.10[Fri] 14:00-15:00
会場：大阪大学総合図書館
・エグゼクティヴの時間
・ニューエイジの時間
※後日ウェブサイトにダイジェスト公開予定

主催：「きみも大学図書館で働いてみないか」実行委員会
（R4年度国立大学図書館協会近畿地区協会助成事業）



大学の図書館で働いている人って

学術資料検索エンジン“Google Scholar”のトップページには、「巨人の肩の上に立つ」という言葉
があります。先人達の業績や研究の積み重ねを”巨人”と表現し、その上に立つことによっ

て新たな知の地平が開かれることを表したもので、自らの業績を支えた蓄積に畏
敬を込めて数多くの偉人がこの言葉を口にしたと言います。

しかし、よく考えると不思議なことがあります。先人達の貴重
な積み重ねもひとつひとつは“巨人”と言えるほどでは

ありません。
“巨人”はなぜ“巨人”になれたのでしょう。

実は“巨人”の存在の陰には、
それを育ててきた人がいます。

大学図書館職員は、最も長くその役割を
担ってきた仕事のひとつです。研究資料を集め

て、整理し、提供する。役割自体はずっと変わらない
ものですが、その在り方や求められる能力は目まぐるしく変

化しています。情報探索の力、情報処理の力、各研究分野への理解、
学術コミュニケーション力、…etc. 多様化する需要に応えるため、大学図

書館には新しい仲間が必要になってきています。
この展示は、将来大学図書館で働く選択肢をより多くの人に考えてもらうため、まず大

学図書館で働く私たち職員のことを知ってもらおうと企画しました。近くにいながらなかなか
知る機会のなかった大学図書館の”中の人”の世界をぜひ覗きに来てください。

公式ウェブサイトでも情報発信中！


